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1. はじめに 

近年，社会基盤施設の建設コスト削減と合理化・省力化の要求が相まって，新しい合成構造の研究・開発

や過去の橋梁形式の見直しが行われている．その中で注目されている橋梁形式として鋼逆π形断面合成箱桁

橋がある．鋼逆π形断面合成箱桁橋は現在約 1/3 が送り出し工法により架設されている．鋼逆π形断面合成

箱桁橋は腹板が傾斜していることが特徴であるが，傾斜腹板に関する研究は傾斜角度 66°の場合の照査方法

に言及する程度であり，その他の傾斜角度の場合の送り出し架設時の立体挙動については明確な報告がなさ

れていない．そこで本稿では腹板傾斜角度を様々に変化させたモデルを対象とし，鋼逆π形断面合成箱桁橋

の送り出し架設時の立体挙動を解析的に明らかにした． また鋼逆π形断面合成箱桁橋は連続桁であることか

ら完成後に負曲げ領域に位置する断面と正曲げ領域に位置する断面（以後，それぞれ負曲げ断面，正曲げ断

面と称する）を考慮するものとする． 

２．パラメトリック解析 

 ２．１ 解析モデル 

送り出し架設の一般図を図-1に示す．送り出し架設中にかかる

荷重は大部分が桁の自重によるものである．したがって解析モデ

ルは桁の自重を分布荷重で与えるべきであるが，解析を簡易化す

るため図-2 のように桁の先端に単一荷重を与えたものを代用す

る．解析には OLFRAM-NASTAP（本研究室で開発された耐荷力解

析プログラム）を用いて，薄板要素および骨組要素からなるブロ

ックで構成されるモデルを解析した． 図-3 に負曲げ断面の断面

形状を示す． 

 ２．２ 解析条件 

下フランジおよび腹板には補剛材位置で節となる板の初期たわ

みを，下フランジ縦補剛材には横補剛材で節となる初期たわみを

いずれも正弦波形(図-4)で導入した．初期たわみの大きさについ

ては道路橋示方書の規定に従い，下フランジ及び腹板の単一パネ

ル幅のそれぞれ 1/150，1/250，横補剛材間隔の 1/1000 とした．残

留応力については，図-5に示すように残留引張応力度 yrt σσ = ，残

留圧縮応力度 yrc σσ 2.0−= の残留応力分布として導入した． 

 ２．３ 解析対象 

 負曲げ断面，正曲げ断面それぞれに対して腹板傾斜角度 50°, 

55°,63°,66°,75°,90°の６パターンを解析対象とした．断面諸 

元は，2002 年度末までに竣工もしくは詳細設計を完了している道 

路橋で，鋼逆π形断面を採用している橋梁を調査対象とした実績 

調査 1）より平均的な値を用いた(図-3,表-1)． 
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３．解析結果  

 解析結果として，実構造では送り出し装置にあたる支点，つまり

最大の曲げモーメントを受ける位置における終局モーメントの値

(Mmax)，Mmax を上フランジ降伏曲げモーメントで除した値

(Mmax/Myuf)，および Myufを全塑性モーメントで除した値(Myuf/Mp)を

表-2に示す．また，終局時の腹板において最大変位を示す点の変位

量と Mmax/Myufの関係を図-6 に，終局時における薄板要素の変形状

態を図-7に示す．表-2より，いずれの場合も Mmax/Myufが 1.2 以上

の値を示しており，局部座屈による強度低下は認められなかった．

また，図-6 と図-7 においても負曲げ断面，正曲げ断面ともに腹板

傾斜角度の変化による挙動の顕著な違いは現れなかった．現行の設

計においては負曲げ断面・正曲げ断面ともに腹板傾斜角度の変化が

立体挙動に及ぼす影響は僅かであり，架設時の局部座屈の危険性は

認められなかった． 

４．まとめ  

本稿では，現在実際に設計されている鋼逆π形断面合成箱桁橋 

の断面諸元において，腹板傾斜角度を変化させて送り出し架設し

た場合の立体挙動を明らかにするために，実構造物を反映して設

定を行った解析モデルを用いてパラメトリック解析を行った．こ

れより，現行の設計においては鋼逆π形断面合成箱桁橋の腹板傾

斜角度を変化させても送り出し架設を行うにあたって安全性に問

題はないことが確認された． 
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図-4 初期たわみ(変位 50 倍) 
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図-5 残留応力分布図 
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表-1 断面諸元 

Mmax(kNm) Mmax/Myuf Myuf/Mp

50° 84533 1.266 0.800

66° 101109 1.261 0.803

75° 106411 1.258 0.804

50° 67727 1.318 0.760

66° 80981 1.310 0.761

75° 85321 1.310 0.762
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表-2 終局モーメント
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図-5 荷重変位関係 

は支点位置 図-6 終局状態変形図(変位 20 倍) 

(負曲げ断面 50°) 

(負曲げ断面 66°) 

(正曲げ断面 50°)

(正曲げ断面 66°) 

平成19年度土木学会関西支部年次学術講演会

Ⅰ- 47


